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@
地
震
・
津
波
・
原
発
|
東
日
本
大
震
災

仙
台
平
野
に
来
襲
し
た
三
回
の
巨
大
津
波

松
本
秀
明

一vは
じ
め
に

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
、
東
北
地
方
三
陸

沖
(
牡
鹿
半
島
の
東
南
東
二
ニ

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
、
震
源
の
深
さ
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

9
・
0
の
巨
大
地
麗
が
発
生
し

た
。
宮
城
県
栗
原
市
で
震
度
七
を
記
録
し
た
ほ
か
宮
城
県
各
地
、
福
島

県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
で
震
度
六
強
、
東
北
・

関
東
地
方
の
広
い
範
囲

で
強
い
揺
れ
が
観
測
さ
れ
、
「
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
」
と
命
名
さ
れ
た
。
地
震
は
あ
い
だ
に
瞬
時
の
休
み
を
挟
み
な
が
ら
、

い
く
つ
か
の
ピ
ー
ク
を
も
っ
強
い
揺
れ
が
長
〈
続
い
た
。
話
者
は
会
議

レ
ピ
が
み
ら
れ
な
い
た
め
何
日
経
っ
て
も
災
害
の
全
体
像
は
イ
メ
ー
ジ

で
き
な
か
っ
た
。

筆
者
の
自
宅
周
辺
は
地
震
動
に
よ
る
被
害
の
み
で
あ
っ
た
が
、
屋
根

五
の
落
ち
た
家
、
壁
画
の
亀
裂
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
路
面
に
生
じ

た
段
差
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
た
。
震
災
発
生
後
一
一
週
間
程
、
食
糧
確
保

の
た
め
ス
ー
パ
ー
の
前
に
二
、
三
一
時
間
ず
つ
毎
日
並
ん
だ
。
三
月
中
旬

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
み
ぞ
れ
混
じ
り
の
雨
が
降
り
、
風
も
冷
た
い
。
私

達
は
押
し
黙
っ
て
順
番
を
待
つ
日
々
を
過
ご
し
た
。
電
気
、
ガ
ス
、
水

道
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
ほ
か
、
ガ
ソ
リ
ン

・
灯
油
の
供
給

も
絶
た
れ
、
み
な
徒
歩
や
自
転
車
で
食
紐
を
求
め
て
走
っ
た
。
コ
ン
ビ

ニ
は
在
庫
が
無
く
な
り
ゃ
が
て
閉
居
し
た
。
榔
帯
電
話
ば
か
り
で
は
な

く
家
庭
の
屯
話
も
機
能
せ
ず
、
災
害
唯
一
言
ロ
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
な
が
る
こ
と

も
無
か
っ
た
。
津
波
被
災
地
と
の
連
絡
は
ほ
と
ん
ど
と
れ
ず
、
多
く
の

人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
報
道
に
接
し
、
被
災
地
に
住
む
人
の
安

否
確
認
を
す
る
こ
と
自
体
が
恐
怖
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。

こ
の
地
震
の
二
目
前
、
一
二
月
九
日
十

一
時
四
十
五
分
に
牡
鹿
半
島
の

東
約
二
ハ

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
八
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
震
源
と
す
る

マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
7
・
3
、
最
大
震
度
五
弱
(
宮
城
県
栗
原
市
)
の
地

震
が
発
生
し
、
仙
台
の
街
も
大
き
な
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
た
。
地
下
鉄
南

北
線
が
一
時
運
転
を
見
合
わ
せ
、
高
層
ビ
ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ
が
軒
並
み

停
止
す
る
な
ど
、
降
り
始
め
た
雪
の
影
響
も
あ
り
、
人
々
の
足
に
少
な

か
ら
ず
影
響
が
あ
っ
た
。
青
森
県
太
平
洋
岸
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福

に
出
席
中
で
あ
っ
た
が
、
揺
れ
の
途
中
で
停
電
し
、
会
議
は
態
玄
と
な
っ

た
。
余
震
の
揺
れ
が
襲
う
な
か
、
階
段
を
下
り
て
指
定
の
避
難
場
所
へ

移
動
し
た
。
そ
こ
は
野
外
で
雪
が
降
り
始
め
て
い
た
。
地
震
直
後
か
ら

夕
方
ま
で
は
携
帯
電
話
が
断
続
的
な
が
ら
繋
が
り
、
家
族
の
安
否
確
認

は
何
と
か
で
き
た
。
車
の
ラ
ジ
オ
を
つ
け
る
と
沿
岸
各
地
を
襲
う
巨
大

津
波
の
状
況
が
放
送
さ
れ
て
い
た
が
、
停
電
の
た
め
テ
レ
ビ
映
像
で
確

認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
筆
者
の
住
む
若
林
区
で
は
、
海
岸
に

面
し
た
地
区
で
二
百

1
一
二
百
の
追
体
が
発
見
さ
れ
た
と
の
報
道
が
あ
っ

た
。
日
が
暮
れ
て
か
ら
、
原
子
力
発
電
所
で
炉
心
冷
却
が
で
き
な
い
と

の
報
道
が
始
ま
っ

た
。
こ
の
頃
を
最
後
に
携
帯
屯
話
は
無
反
応
と
な
り
、

停
電
や
ガ
ソ
リ
ン
不
足
の
た
め
充
電
で
き
な
い
状
態
に
突
入
し
た
。
テ

島
県
に
は
津
波
注
意
報
が
出
さ
れ
、
大
船
渡
で

0
・
六
メ
ー
ト
ル
、
石

巻
市
鮎
川
で

0
・
五
メ
ー
ト
ル
、
釜
石
で

0
・
四
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が

観
測
さ
れ
て
い
た
。
翌
日
の
午
前
六
時
二
十
四
分
に
は
最
大
震
度
四

(
栗
原
市
)
の
地
震
が
牡
鹿
半
島
の
東
一
三

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
発
生
し
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は

6
・
8
で
あ
っ

た
。
気
象
庁
は
そ
の
地
震
を
三
月
九
日
の
地
震
の
余
震
と
発
表
し
、
余

震
へ
の
備
え
を
喚
起
し
て
い
た
。

そ
の
翌
日
、
東
日
本
大
震
災
を
引
き
起
こ
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
9
・

0
の
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
。
地
震
発
生
か
ら
三
十
分
か
ら
一
時
間
後
、

次
々
と
太
平
洋
岸
に
巨
大
津
波
が
来
襲
し
た
。
津
波
の
高
さ
は
岩
手
県

の
宮
古
で
八

・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
大
船
渡
で
八

・
0
メ
ー
ト
ル
以
上
、

宮
城
県
の
石
巻
市
鮎
川
で
七

・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
の
波
高
が
記
録
さ
れ

た
が
、
実
測
で
は
一

0
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
波
高
痕
跡
が
各
地
で
確
認

さ
れ
た
。
こ
の
津
波
に
よ
り
宮
城
県
石
巻
市
臨
海
部
で
は
海
岸
か
ら
四

・

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
広
範
囲
に
、
ま
た
、
旧
北
上
川
沿
い
で
は
河

口
か
ら
八

・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
津
波
の
遡
上
や
浸
水
が
発
生
し
た
。

仙
台
平
野
で
は
臨
海
部
の
全
集
落
が
津
波
で
破
壊
さ
れ
た
?
ぇ
、
海
岸

か
ら
四

1
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
津
波
に
よ
る
浸
水
が
生
じ
た
。

b
た

り

仙
台
市
宮
城
野
区
、
若
林
区
、
岩
沼
市
、
百
一
理
町
な
ど
で
は
そ
の
面
積

の
約
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
が
海
水
に
浸
か
っ
た
ほ
か
、
名
取
市
、
多
賀
城

市
、
山
元
町
の
海
岸
部
が
域
滅
的
な
被
害
を
被
る
未
曾
有
の
大
災
害
と

な
っ
た
。
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図1 沓形遺跡の位置と2011年津波堆積物の採取地点。(国土地理院発行地
形図、仙台東南部使用)

巨
大
津
波
発
生
の
六
年
前
、
平
成
十
七
年
に
筆
者
ら
の
研
究
室
は
仙

台
市
文
化
財
課
へ
協
力
す
る
形
で
、
若
林
区
荒
井
に
あ
る
沓
形
遺
跡
の

発
掘
調
査
に
参
/
加
し
た
。
既
に
弥
生
時
代
の
水
田
跡
、
か
検
出
さ
れ
て
い

-
V沓
形
遺
跡
に
残
さ
れ
た
二
千
年
前
の
津
波
堆
積
物

ま
た
、
砂
屈
の
分
布
上
限
は
海
抜
二
四

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
止
ま
っ

て
い
た
。

砂
屈
の
直
下
に
は
弥
生
時
代
の
水
田
耕
作
土
が
あ
り
、
砂
屈
の
直
上

に
は
後
背
湿
地
性
の
堆
積
物
が
乗
っ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
腐
植
物
を
多

量
に
混
入
す
る
粘
土
居
で
あ
り
、
そ
れ
に
挟
ま
れ
た
明
る
い
褐
色
の
砂

居
を
追
跡
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
。
砂
層
の
上
下
に
堆
積
す
る
腐

植
士
層
を
採
取
し
て
、
加
速
器
分
析
研
究
所
に
放
射
性
炭
素
年
代
測
定

を
依
頼
し
た
。
追
跡
内
外
の
数
地
点
で
、

二
千
年
前
を
挟
む
年
代
値
が

そ
れ
ぞ
れ
得
ら
れ
た
(
写
真
1
)
。
追
跡
の
発
掘
調
査
の
成
果
と
年
代
的

な
矛
盾
は
な
か
っ
た
。

一2
2形

追
跡
と
仙
台
毛
野

沓
形
遺
跡
の
あ
る
仙
台
平
野
は
南
北
五

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
一

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
我
が
国
で
も
面
積
の
広
い
臨
海
沖
積
平
野
で
あ
る
。

さ
た
い

海
岸
線
に
は
連
続
す
る
砂
浜
が
発
達
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
様
の
砂
堆

が
平
野
の
内
陸
部
に
も
海
岸
線
と
ほ
ぼ
平
行
に
分
布
し
て
い
る
。
そ
れ

ら
は
内
陸
側
か
ら
第
I
、
第
H
、
第
E
浜
堤
列
と
呼
ば
れ
て
い
る
(
松

本
、
一
九
八
四
)
。
第
I
浜
堤
列
は
五
千

1
四
千
五
百
年
前
の
海
岸
線
に

形
成
さ
れ
た
海
浜
砂
堆
で
あ
り
、
現
在
の
海
岸
線
か
ら
約
三
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
内
陸
に
位
置
し
て
い
る
。
第
E
浜
堤
列
は
二
千

1
千
七
百
年
前
の

海
浜
砂
堆
で
あ
り
、
現
在
の
海
岸
線
か
ら
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
内
陸
に

そ
れ
を
覆
う
薄
い
砂
屈
の
正
体
を
突
き
止
め
よ
う
と
す
る
調
査

で
あ
っ
た
。
以
前
か
ら
筆
者
ら
は
洪
水
の
土
砂
に
覆
わ
れ
た
水
田
跡
や

建
物
遺
構
を
観
察
す
る
機
会
を
た
び
た
び
得
て
い
た
が
、
そ
の
と
き
に

見
た
砂
屈
は
こ
れ
ま
で
承
知
し
て
い
た
洪
水
堆
積
物
と
は
全
く
異
な
っ

て
い
た
。
そ
し
て
、
同
時
に
そ
の
砂
の
供
給
源
は
明
ら
か
に
海
岸
に
あ

る
こ
と
を
瞬
時
に
理
解
し
た
。
洪
水
に
よ
っ
て
も
た
'
り
さ
れ
た
土
砂
は
、

直
径

0
・
0
五

1
0
・
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
細
粒
物
質
を
中
心
と
す
る

さ
い
れ
き

も
の
や
直
径
二

i
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
ざ
ら
つ
き
の
あ
る
細
醗
を

含
む
も
の
、
あ
る
い
は
細
粒
砂
か
ら
細
醸
ま
で
の
様
々
な
粒
径
の
土
砂

を
含
む
堆
積
物
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
沓
形
追
跡
の
水
田
遺

構
を
覆
っ
て
い
た
の
は
紛
れ
も
な
い
海
浜
の
堆
積
物
で
あ
っ
た
。
仙
台

平
野
の
海
浜
の
砂
原
や
小
規
模
砂
丘
に
堆
積
す
る
砂
は
、
粒
子
の
直
径

が
0
・
一
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
前
後
に
良
く
揃
っ
た
堆
積
物
で
あ
る
が
、
ま

さ
に
そ
の
堆
積
物
で
あ
っ
た
。

沓
形
遺
跡
は
仙
台
市
の
地
下
鉄
東
西
線
の
車
両
基
地
が
建
設
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
南
北
約
七
百
メ
ー
ト
ル
東
西
約
二
百
メ
ー
ト
ル
の
広
大

な
面
積
を
有
す
る
。
そ
の
お
よ
そ
=
一
分
の
二
程
の
範
囲
に
こ
の
海
浜
の

砂
に
よ
く
似
た
砂
屈
が
二

1
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
厚
さ
で
連
続
的
に

堆
積
し
て
い
た
。
さ
ら
に
遺
跡
範
囲
外
で
も
砂
屈
の
分
布
を
調
査
し
、

そ
の
結
果
を
図
に
す
る
と
砂
屈
が
あ
る
と
こ
ろ
と
な
い
と
こ
ろ
に
つ
い

て
椅
麗
に
そ
の
境
界
線
を
引
く
こ
と
が
で
き
た
。
砂
居
は
境
界
線
を
境

に
海
側
に
分
布
し
陸
側
に
は
分
布
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
瞭
で
あ
っ
た
。

-
司
、3

、

ふ
'
ハ
ム
H
M

残
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
E
浜
堤
列
は
約
千
年
前
か
ら
現
在
に
か
け

て
砂
浜
が
成
長
し
た
こ
と
に
よ
り
残
さ
れ
た
砂
堆
で
あ
り
、
海
岸
線
に

沿
っ
て
約
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
幅
を
も
っ
て
分
布
す
る
(
松
本
、

一
九

八
四
伊
藤
、
二
O
O六
)
。
沓
形
遺
跡
は
現
在
の
海
岸
線
か
ら
四

・
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
、
第
E
浜
堤
列
か
ら
二

・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
内
陸

の
地
点
に
位
置
す
る
(
図
1
1

沓
形
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
砂
層
の
堆
積
年
代
は
二
千
年
前
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
が
津
波
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
砂
屈
で
あ
れ
ば
、
津

波
が
来
襲
し
た
当
時
の
海
岸
線
は
第
E
浜
堤
列
の
位
置
に
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
筆
者
ら
は
遺
跡
の
発
掘
調
査
終
了
後
も
、
平
成
二
十
年
か
ら

二
十
一
年
に
か
け
て
追
跡
の
周
辺
や
追
跡
か
ら
当
時
の
海
岸
線
ま
で
、

一
五

O
地
点
程
で
簡
易
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。
沓
形
遺
跡
で

見
い
だ
さ
れ
た
海
浜
起
源
と
考
え
ら
れ
る
砂
屈
の
粒
度
組
成
の
確
認
お

よ
び
こ
れ
を
挟
む
上
下
の
腐
植
土
居
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
を
行
い

な
が
ら
丁
寧
に
薄
い
砂
屈
を
追
跡
し
た
。
そ
の
結
果
、
追
跡
範
囲
か
ら

海
方
向
に
ほ
ぼ
連
続
的
に
追
跡
す
る
こ
と
が
で
き
、
海
側
か
ら
供
給
さ

れ
た
砂
屈
で
あ
る
と
の
確
証
を
得
た
(
松
本

・
吉
田
、
二
O
一
O
)。
砂

屈
は
地
表
か

-2
ニ
0
1
四

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
深
度
に
検
出
さ
れ
、

当
時
の
海
岸
線
で
あ
る
第
E
浜
堤
列
付
近
か
ら
侵
入
し
た
津
波
は
、
高

度
一

・
0
メ
ー
ト
ル
で
当
時
の
海
浜
砂
堆
を
越
え
、
そ
の
内
陸
側
の
湿

地
帯
を

0
・
五
メ
ー
ト
ル
の
高
度
で
通
過
し
、
さ
ら
に
、

一
・
0
メ
ー

ト
ル
の
第
I
浜
堤
列
を
乗
り
越
え
、
そ
の
内
陸
側
の
湿
地
響
で
一

・
二

I季刊東北学12011年第28号‘116117惨 仙台平野に来襲した 三 回の巨大津波/松本 秀 明



ー
一

・
六
メ
ー
ト
ル
と
次
第
に
高
度
を
上
げ
、
砂
層
の
遡
上
限
界
付
近

で
二

・
三
j
二

・
四
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
問
、
津

波
は
一二
i
一
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
で
砂
屈
を
残
し
な
が
ら
、
当

時
の
海
岸
線
か
ら
約
二

・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
内
陸
ま
で
侵
入
し
た
こ
と

が
分
か
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

沓
形
遺
跡
に
見
い
だ
さ
れ
た
弥
生

時
代
の
水
田
は
、
砂
屈
を
も
た
'
り
し
た
原
因
で
あ
る
巨
大
津
波
に
襲
わ

れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

津
波
に
よ
り
も
た
ヨ
り
さ
れ
た
砂
層
は
、
弥
生
時
代
の
水
田
面
で
は
ニ

ー
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
層
厚
を
持
ち
(
写
真
1
)、
水
田
に
水
を
引
い

た
用
水
路
の
凹
地
部
分
で
は
一

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
厚
さ
で

堆
積
し
て
い
た
(
写
真
2
)。
発
掘
さ
れ
た
水
田
跡
や
水
路
跡
は
津
波
堆

積
物
で
覆
わ
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
あ
り
、
津
波
被
害
を
被
っ
た
の
ち
、

一
3
V八
六
九
(貞
観
十

一
)
年
貞
観
津
波
の
津
波
堆
積
物

ιょ
う
が
ん

歴
史
上
の
事
実
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
貞
観
津
波
の
堆
積
物
に
つ

い
て
は
菅
原
ほ
か
(
二

O
一
O
)
に
よ
り
そ
の
分
布
範
囲
が
克
明
に
調

査
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
海
岸
線
か
ら
最
大
で
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地

点
、
貞
観
十
一
年
頃
の
海
岸
線
か
ら
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
内
陸
地
点
ま

で
、
砂
屑
と
し
て
の
津
波
堆
積
物
が
広
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
同
砂
居
は
筆
者
ら
の
側
線
に
沿
う
調
査
で
は
貞
観

十
一
年
当
時
の
海
岸
か
ら
二

・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
追
跡
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
そ
の
堆
積
物
の
粒
度
は

0
・
三
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
前
後
で
粒
径
が
良
く
揃
っ
て
お
り
い

二
千
年
前
の
津
波
で
も
た
‘り
さ

れ
た
堆
積
物
と
ほ
ぼ
同
じ
粒
度
組
成
を
示
し
て
い
る
(
吉
田

・
松
本
、

ニO
一O
)。一4

V津
波
堆
積
物
と
津
波
浸
水
範
囲
と
の
関
連

筆
者
ら
が
平
成
二
十
二
年
ま
で
追
跡
し
て
き
た
二
千
年
前
の
津
波
堆

積
物
は
、
直
径

0
・
2

一ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
中
心
と
す
る
粒
径
の
良
く
揃
っ

た
砂
質
堆
積
物
で
あ
る
。
砂
が
運
搬
さ
れ
る
に
は
あ
る
程
度
の
速
度
を

も
っ

た
流
れ
が
必
要
で
あ
る
。
海
岸
か
ら
侵
入
し
た
津
波
は

一
定
の
速

度
を
も
っ

て
内
陸
に
侵
入
し
続
け
、
や
が
て
津
波
は
引
き
潮
に
転
じ
、 沓形遺跡で得られた放射性炭素年代

写真 2
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弥生時代の水絡をI里積した津波堆積物

写真 1

水
田
は

一
度
も
修
復
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
発
掘
さ

れ
た
水
田
跡
は
広
範
囲
に
及
ぶ
が
、
水
田
耕
作
を
行
っ
た
人
々
の
居
住

域
は
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
水
田
を
開
発
し
た
弥
生
時
代
の
人
々

は
、
こ
の
大
津
波
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
仙
台

平
野
を
襲
っ
た
何
回
か
の
津
波
の
最
初
の
犠
牲
者
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

海
岸
に
近
い
陸
上
で
は
強
い
海
側
へ
の
流
れ
と
な
る
。

一
方
内
陸
深
く

た
ん
す
い

侵
入
し
た
海
水
は
、
流
速
が
停
止
し
湛
水
状
態
と
な
る
。
そ
こ
で
は
津

波
が
侵
入
す
る
過
程
で
巻
き
上
げ
た
干
潟
や
湿
地
帯
、
水
田
の
泥
質
堆

積
物
が
ゆ

っ
く
り
と
沈
澱
し
、
地
表
に
泥
質
堆
積
物
を
残
す
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
筆
者
ら
が
こ
れ
ま
で
弥
生
時
代
の
追
跡
な
ど

で
検
出
し
た
津
波
堆
積
物
は
砂
の
み
で
あ
る
。
沓
形
遺
跡
は
、
津
波
で

も
た
・
り
さ
れ
た
砂
屈
の
陸
側
の
分
布
限
界
に
あ
た
る
。
砂
屈
は
津
波
の

遡
上
範
囲
の
う
ち
、
海
に
近
い
地
帯
で
残
さ
れ
る
堆
積
物
で
あ
る
。
真

の
津
波
の
侵
入
範
囲
を
知
る
た
め
に
は
、
砂
居
ば
か
り
で
は
な
く
当
時

の
泥
質
堆
積
物
の
分
布
範
囲
を
確
認
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

筆
者
ら
は
そ
の
重
要
性
に
気
付
い
て
い
な
が
ら
二
千
年
前
の
地
居
か
ら

当
時
の
泥
質
堆
積
物
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。

一5
1
0一一
年
の
巨
大
津
波
か
ら
得
ら
れ
た
事
実

平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生
後
、
太
平
洋
沿
岸
各

地
に
大
津
波
警
報
が
出
さ
れ
、
約
三
十
分
後
に
三
陸
沿
岸
そ
し
て

一
時

間
後
に
は
仙
台
平
野
や
福
島
県
浜
通
に
大
津
波
が
来
襲
し
た
。
仙
台
平

野
に
来
襲
し
た
津
波
は
防
潮
堤
や
海
岸
の
ク
ロ
マ
ツ
林
を
越
え
、
集
落

を
押
し
流
し
な
が
ら
海
岸
か
ら
四

1
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
内
陸
ま
で
達
し

た
。
津
波
が
去
っ
た
あ
と
に
は
車
や
生
活
用
品
、
家
屋
の
残
骸
、
樹
木

な
ど
が
散
ら
ば
る
と
と
も
に
、
現
代
の
水
田
の
上
に
は
弥
生
時
代
の
水



クロマツ林床に残された根穴写真3

固
と
同
様
に
、
津
波
に
よ

っ
て
も
た
・
り
さ
れ
た
砂
層
が
広
範
囲
に
残
さ

れ
て
い
た
。

筆
者
ら
は
津
波
来
襲
の
約
三
週
間
後
の
、
四
月
五
日
と
六
週
間
後
の

四
月
二
十
六
日
、
僅
か
で
は
あ
る
が
何
と
か
入
手
で
き
た
ガ
ソ
リ
ン
を

輩
に
詰
め
、
今
回
の
津
波
で
も
た
苧
り
さ
れ
た
堆
積
物
の
観
察
お
よ
び
サ

ン
プ
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
津
波
が
引
い
て
か
ら
サ
ン
プ
リ
ン
グ
ま
で
の

聞
に
目
立
っ
た
降
雨
は
無
か
っ
た
。
そ
れ
ら
は
三
月
十
五
日
に
一
七
ミ

へ1
)
海
岸
付
近
の
ク
ロ
マ
ツ
林
内

津
波
が
も
た
ら
し
た
砂
質
堆
積
物
は
海
岸
か
ら
約

0
・
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
延
び
る
運
河
を
内
陸
側
に
越
え
た
地
点
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
そ

の
地
点
は
か
つ
て
海
岸
保
安
林
と
し
て
の
ク
ロ
マ
ツ
林
内
に
当
た
り
、

地
形
的
に
は
海
抜
二

1
三
メ
ー
ト
ル
の
小
規
模
砂
丘
上
で
あ
る
。
響
蒼

と
し
た
ク
ロ
マ
ツ
林
の
姿
は
既
に
そ
こ
に
は
無
か
っ
た
。
ク
ロ
マ
ツ
の

多
く
は
根
本
付
近
か
ら
陸
側
に
大
き
く
曲
げ
ら
れ
た
り
、
折
れ
た
り
す

海岸線から 2km地点の津波縫積物写真4

リ
メ
ー
ト
ル
の
降
雨
、
四
月
十
九
日
に
二

0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
み
ぞ
れ
、

そ
し
て
四
月
二
十
三
日
に
一
一
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
降
雨
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
三
月
十
四
日
、
十
九
日
、
二
十
六
日
、
四
月
八
目
、
十
二
日
、

十
五
日、

十
六
日
お
よ
び
四
月
十
五
日
に
晴
の
天
気
の
も
と
最
大
瞬
間

風
速
一

七
メ
ー
ト
ル
以
上
の
風
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
ら
は
強
風

に
よ
り
多
量
の
壌
が
巻
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
様
子
を
観
察
し
て
い
る
。

乾
燥
し
た
砂
質
堆
積
物
が
風
に
よ
り
多
少
移
動
し
た
可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
が
、
砂
質
お
よ
び
泥
質
堆
積
物
は
そ
の
時
点
で
も
十
分
な
湿
り

気
を
保
っ
て
い
た
。

サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
っ
た
測
線
は
、

仙
台
市
若
林
区
荒
浜
か
ら
荒
井

ま
で
の
直
線
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
〈
図
l
)
で
あ
る
。
こ
の
ラ

イ
ン
上
に
は
集
落
な
ど
の
人
工
物
が
少
な
く
、
一
部
豆
栽
培
に
転
用
さ

れ
た
水
田
が
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
ラ
イ
ン
の
陸
側
延
長
線
上

に
は
、
二
千
年
前
の
津
波
堆
積
物
が
発
見
さ
れ
た
沓
形
遺
跡
が
位
置
し

て
い
る
。
津
波
の
影
響
は
海
岸
か
ら
四

・
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
の
東

部
道
路
(
高
速
道
路
)
の
盛
土
の
手
前
ま
で
確
認
さ
れ
た
。
津
波
が
遡

上
し
た
最
内
陸
地
点
(
遡
上
限
界
)
と
海
岸
と
の
ほ
ぼ
中
央
に
周
囲
約

二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
大
沼
が
あ
る
。
海
岸
付
近
か
ら
大
沼
付
近
ま
で
、

津
波
に
よ
り
も
た
ヨ
り
さ
れ
た
砂
屈
が
一

・
五

i
一
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
厚
さ
で
堆
積
し
て
い
た
。
以
下
に
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

る
も
の
、
あ
る
い
は
根
こ
そ
ぎ
引
き
抜
か
れ
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ

た
も
の
も
多
か
っ
た
。
引
き
抜
か
れ
た
根
の
跡
に
は
、
根
の
広
が
り
に

相
当
す
る
穴
が
砂
丘
上
に
い
く
つ
も
残
さ
れ
て
い
た

(
写
真
3
)。
地
表

や
根
穴
か
ら
砂
丘
を
構
成
し
て
い
た
砂
が
陸
側
へ
多
く
運
び
出
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
観
察
さ
れ
た
。
地
表
の
土
居
お
よ
び
植
生
を
含
め
て
地
表

堆
積
物
の
侵
食
が
優
勢
な
区
域
と
考
え
ら
れ
る
。

(2
)
大
沼
付
近
の
津
波
堆
積
物

ク
ロ
マ
ツ
の
海
岸
林
を
抜
け
内
陸
側
の
水
田
地
帯
に
入
る
と
、
水
田

耕
作
面
を
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
厚
さ
で
砂
屈
が
薄
く
覆
っ
て
い

た
。
砂
屈
が
無
く
殆
ど
水
田
面
が
露
出
し
て
い
た
り
、
稲
の
刈
り
株
が

確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
水
田
土
壌
自
体
が
あ
る
深
さ
で
削
剥
さ
れ

て
い
る
部
分
も
広
く
観
察
さ
れ
た
。
津
波
が
一
メ
ー
ト
ル
程
度
の
盛
土

で
で
き
て
い
る
県
道
を
横
切
っ
た
あ
と
の
地
点
に
は
、
洪
水
で
よ
く
観

察
さ
れ
る
落
堀
が
県
道
と
平
行
に
形
成
さ
れ
、
そ
こ
で
は
一
メ
ー
ト
ル

以
上
の
深
さ
で
地
面
が
掘
り
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

ク
ロ
マ

ツ
林
お
よ
び
そ
の
直
近
の
内
陸
部
は
津
波
に
よ
り
地
表
が
あ
る

程
度
削
剥
を
受
け
た
地
帯
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

大
沼
に
近
づ
く
と
津
波
に
よ
り
も
た
'
り
さ
れ
た
砂
屈
は
比
較
的
厚
く

二
了
五

1
一
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
(
写
兵
4
)
、
水
田
面
に
は
砂

原
が
広
が
っ
て
い
た
(
海
岸
線
か
ら
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
)
。
大

沼
の
南
岸
に
回
り
込
む
と
、
水
田
の
上
に
は
殆
ど
砂
の
残
留
は
見
い
だ
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せ
ず
、
稲
の
刈
り
跡
の
株
の
陸
側
に
パ
ラ
ボ
ラ
形
の
砂
の
堆
積
が
僅
か

ゐ
ぜ

に
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
津
波
が
水
田
の
畦
を
横
切
っ
た
陸
側
に
は
部

分
的
に
砂
が
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
厚
さ
で
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
津
波
に
よ
り
も
た
'
り
さ
れ
た
砂
屈
の
届
厚
は
、
大
沼
の
東

山
犀
に
あ
た
る
海
岸
か
ら
一

・
ニ

1
ニ

・
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
最

大
と
な
り
、
大
沼
付
近
(
海
岸
線
か
ら
二

・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
が
砂

屈
が
連
続
的
に
分
布
す
る
内
陸
側
の
限
界
と
判
断
さ
れ
た
。

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
泥
質
堆
積
物
中
に
は
多
く
の
腐
植
物
や
植
物

片
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
干
潟
や
湿
地
帯
、
水
田
面
、
用
水
路
な

ど
か
ら
津
波
流
に
よ
り
巻
き
上
げ
ら
れ
た
物
質
が
主
体
と
な
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。一6

V過
去
二
回
の
巨
大
津
波
の
遡
上
距
離
の
再
評
価

今
回
の
津
波
に
よ
り
も
た
・
り
さ
れ
た
砂
質
堆
積
物
は
若
林
区
荒
浜
・

荒
井
の
ラ
イ
ン
で
は
海
岸
線
か
ら
二

・
三
i
三

・
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地

点
ま
で
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
距
離
は
海
岸
か
ら
津
波
の
遡
上
限
界
ま
で

の
距
離
を
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
と
す
喝
ど
、
砂
質
堆
積
物
は
海
浜
か
ら

津
波
遡
上
限
界
ま
で
の
距
離
の
海
側
六

0
1
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当

す
る
。
ま
た
、
泥
質
堆
積
物
の
分
布
は
大
沼
よ
り
内
陸
側
で
あ
り
、
そ

の
距
離
は
一

・
七

1
0
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
海
浜

か
ら
津
波
の
遡
上
限
界
ま
で
の
距
離
に
対
し
陸
側
四

0
1二
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
あ
た
る
。

砂
質
堆
積
物
と
同
時
に
内
陸
側
に
堆
積
し
た
は
ず
の
泥
質
堆
積
物
は

過
去
の
地
屈
か
ら
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
貞
観
十
一
年
お
よ
び
二
千
年

前
(
弥
生
時
代
)
の
津
波
痕
跡
の
追
跡
は
、
い
ず
れ
も
砂
質
堆
積
物
を

も
と
に
実
施
さ
れ
て
き
た
。
津
波
の
遡
上
距
離
は
、
砂
質
堆
積
物
の
分

布
限
界
を
大
き
く
超
え
る
こ
と
が
ニ

O
一
一
年
の
大
津
波
で
明
ら
か
で

あ
る
。
砂
質
堆
積
物
の
分
布
範
囲
は
津
波
の
遡
上
距
離
の
六

0
1
七
五

(3)
第
I
浜
提
列
の
内
陸
側

大
沼
よ
り
内
陸
側
に
つ
い
て
は
、
津
波
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
砂
質

堆
積
物
は
急
激
に
そ
の
居
厚
を
減
じ
、
消
滅
す
る
。
こ
れ
に
替
わ
り

一

i
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
の
泥
質
堆
積
物
が
水
田
面
を
広
く
覆
っ

て
い
た
(
写
真
5
)。
こ
の
泥
居
中
に
は
腐
植
物
や
植
物
片
が
多
く
含
ま

れ
て
お
り
、
泥
屈
の
表
屈
は
日
射
し
に
よ
り
乾
燥
し
、
亀
裂
が
多
く
発

生
し
て
い
た
。
ま
た
、
表
面
に
白
い
大
粒
の
塩
の
結
晶
が
確
認
さ
れ
た
。

(4
)
二
純
類
の
冷
淡
椛
積
物

津
波
に
よ
り
も
た
'
り
さ
れ
た
堆
硝
物
(
津
波
堆
組
物
)
に
は
砂
質
堆

積
物
と
泥
質
堆
積
物
が
あ
る
。
大
沼
よ
り
海
側
で
は
砂
質
堆
積
物
を
主

体
と
し
、
大
沼
よ
り
内
陸
側
で
は
泥
質
堆
積
物
を
主
体
と
す
る
。
砂
質

-
A
る
い
し
ん
と
う

さ

堆
積
物
を
屯
磁
式
節
振
温
機
を
用
い
て
分
析
し
、
粒
度
組
成
を
求
め

る
と
、
平
均
粒
径
は

0
・
一
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
付
近
に
集
中
し
た
。
そ
の

粒
度
の
特
徴
は
、
当
地
域
の
海
浜
堆
積
物
、
そ
し
て
二
千
年
前
、
貞
観

十
一
年
の
津
波
に
よ
る
砂
質
堆
積
物
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
砂
質
堆
積
物
は
浅
海
底

1
海
浜

i
砂
丘
を
供
給
源
と
し
、
津
波
流
の

ふ
・ヲ
れ
v

・0

ヲ

水
底
を
掃
流
物
質
と
し
て
辺
搬
さ
れ
、
堆
積
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
一
方
泥
質
堆
積
物
は

0
・
0
0
一
1
0
・
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
中

心
と
し
た
極
め
て
制
粒
な
物
質
か
ら
な
る
。
こ
れ
は
津
波
流
に
含
ま
れ

け
ん
た
〈

る
懸
濁
物
質
が
流
速
の
減
少
あ
る
い
は
流
速
停
止
後
に
沈
澱

・
堆
積
し

バ

1
セ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
と
、
貞
観
十
一
年
の
津
波
で
は

砂
屈
の
分
布
が
当
時
の
海
岸
線
か
ら
二
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

こ
と
か
ら
、
津
波
の
遡
上
距
離
は
一
ニ

・
二

1
四

・
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
千
年
前
の
津
波
で
は
、
砂
居

の
分
布
が
当
時
の
海
岸
線
か
ら
二

・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
連
続

し
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
津
波
の
遡
上
距
離
は
三

・
三

i
四

・

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
仙
台
市
若
林
区
荒
浜
l
荒
井
に
関
し
て
、

二

O
一一

年
の
津
波
(
遡
上
距
離
四

・
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
、
貞
観
津
波
(
遡
上

距
離
四

・
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
)
お
よ
び
二
千
年
前
の
津
波
〈
遡
上

距
離
四

・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
は
、
遡
上
距
離
と
い
う
観
点
で
は
ほ
ぼ

同
規
模
の
津
波
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
(
絵
本

・
熊
谷
、
二

O
二
)
。

な
お
、
二
千
年
前
お
よ
び
貞
観
十
一
年
時
点
で
の
仙
台
平
野
は
、
そ

れ
ぞ
れ
扇
状
地
縁
辺
部
か
ら
海
岸
ま
で
の
距
離
が
小
さ
く
、
地
表
勾
配

は
現
在
と
同
等
か
若
干
急
勾
配
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
過
去
の
津
波
の
遡
上
距
離
は
今
回
の
計
算
と
同
等
か
、
そ
れ
を
僅

か
に
下
回
る
可
能
性
が
あ
る
。

一7
V歴
史
時
代
の
大
津
波
検
出
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点

貞
観
十
一
年
以
降
の
歴
史
時
代
の
大
津
波
は
文
容
等
に
記
録
が
残
さ

れ
て
い
る
と
聞
く
。
こ
の
と
き
の
津
波
堆
積
物
と
判
断
さ
れ
る
砂
屈
は
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前
述
の
よ
う
に
筆
者
ら
の
調
査
で
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
内
陸
側
の
分
布
限
界
を
明
確
に
特
定
す
る
こ
と
に
は
路
踏
が
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
筆
者
ら
が
調
査
し
た
荒
浜
|
荒
井
の
側
線
に
お
い
て
、
そ

の
内
陸
端
付
近
で
は
貞
観
津
波
に
よ
り
も
た
'
り
さ
れ
た
砂
層
の
一
部
が

現
代
の
耕
作
あ
る
い
は
過
去
の
耕
作
に
よ
り
撹
乱
を
受
け
て
お
り
、
最

内
陸
到
達
地
点
の
特
定
が
極
め
て
難
し
い
た
め
で
あ
る
。
西
暦
八
六
九

年
は
現
在
か
ら
約
千
百
年
前
で
あ
り
、
当
時
の
堆
積
物
は
現
在
の
地
表

に
近
い
深
度
(
三

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
)
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
堆
積
後
の
耕
作
等
に
よ
り
撹
乱
さ
れ
、
堆
積
物
が
失
わ
れ
て
い

る
可
能
性
が
高
い
。

仙
台
平
野
で
は
、
そ
の
ほ
か
慶
長
十
六

(
一
六
一

一
)
年
に
発
生
し
た
大
地
震
と
津
波
が
歴
史
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
今
か
ら
お
よ
そ
四
百
年
前
で
あ
り
、
堆
積
物
と
し
て
は
貞
観
十

一
年

の
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
浅
い
部
分
に
残
さ
れ
る
。
以
後
の
新
田
開
発
や
圃

場
整
備
で
堆
積
物
が
自
然
の
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
地
域
は
限
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
津
波
堆
積
層
を
地
学
的
手
法
で
津

波
遡
上
限
界
付
近
ま
で
連
続
的
に
追
跡
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
仙

台
平
野
の
場
合
、
平
安
期
以
降
の
歴
史
時
代
の
津
波
堆
積
物
の
追
跡
に

は
あ
る
意
味
で
限
界
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

筆
台
ら
が
実
施
し
て
き
た
貞
観
十
一
年
の
砂
層
の
追
跡
に
お
い
て
も
、

そ
の
遡
上
限
界
付
近
(
当
時
の
海
岸
線
か
ら
二

・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)

に
お
い
て
、
耕
作
に
よ
る
地
屈
の
撹
乱
が
明
瞭
で
あ
り
、
そ
れ
を
越
え

て
砂
質
堆
積
物
が
内
陸
に
侵
入
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

ぴニ
O
一
一
年
三
月
十

一
日
の
津
波
と
、
同
程
度
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

一vおわ
り
に

本
稿
で
は
弥
生
時
代
(
二
千
年
前
)
、
貞
観
十
一
年

(八
六
九
年
)
そ

し
て
二

O
二
年
の
巨
大
津
波
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
遡
上
距
離
を

検
討
し
た
。

二

O
二
年
の
津
波
に
つ
い
て
は
海
底
で
発
生
し
た
断
層

の
位
置
や
広
が
り
、
変
位
様
式
に
つ
い
て
は
地
震
学
等
の
研
究
に
よ
り

明
瞭
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
過
去
の
二
つ
の
巨
大
津
波
に
つ
い

て
は
そ
の
波
源
や
断
層
の
位
置
、
変
位
様
式
に
つ
い
て
は
不
明
ま
た
は

推
測
の
域
を
出
な
い
。
こ
れ
ら
三
固
め
津
波
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
同

一
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
根
拠
が
無
い
中
、
発
生
周
期
に
つ
い
て
の
議

論
は
ほ
と
ん
ど
無
意
味
で
あ
る
。

こ
こ
で
筆
者
が
強
調
し
た
い
の
は
、
「
過
去
に
少
な
く
と
も
二
回、

今
回
と
同
等
の
浸
水
範
囲
を
も
っ
津
波
が
来
襲
し
て
い
た
と
い
う
事
会
歪

で
あ
る
。
「
防
災
」
を
考
え
る
と
き
に
、
本
稿
で
示
し
た
過
去
の
事
実

を
私
た
ち
は
ど
う
評
価
す
べ
き
な
の
か
、
す
な
わ
ち

「過
去
の
事
実
」

と
「
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
を
駆
使
し
た
予
測
」
の
両
者
を
ど
の

様
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
使
っ
て
行
く
の
か
を
も
う

一
度
考
え
る
べ
き
時
に

来
た
の
だ
と
考
え
る
。
過
去
の
事
実
を
正
確
に
解
き
明
か
そ
う
と
す
る

歴
史
学
、
考
古
学
、
地
形
学
の
成
果
、
さ
ら
に
は

「先
人
の
言
い
伝
え
、

8 
V 
ま
と
め

今
回
の
調
査
に
よ
り
、
以
下
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

①
仙
台
平
野
の
津
波
堆
積
物
は
、
砂
丘

1
海
浜

1
浅
海
底
起
源
と
考
え

ら
れ
る
、
中

i
細
粒
砂
お
よ
び
泥
質
堆
積
物
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

②
二
O
一
一
年
三
月
十

一
日
の
巨
大
津
波
で
は
、
津
披
の
遡
上
距
離
は

海
岸
線
か
ら
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
達
し
た
(
荒
井
地
区
)
。

津
波
遡
上
距
離
の
う
ち
海
側
二

・
三

i
三

・
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(
遡
上

距
離
の
海
側
六

0
1
七
五
バ

1
セ
ン
ト
)
が
砂
層
の
分
布
範
囲
で
あ
り
、

陸
側
一

・
七

1
0
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(
遡
上
距
離
の
陸
側
四

0
1
二

五
パ

ー
セ
ン
ト
)
が
泥
質
堆
積
物
の
分
布
範
囲
で
あ
っ
た
。

③
二
千
年
前
(
弥
生
時
代
)
の
津
波
で
は
、
津
波
に
よ
る
砂
屈
が
、
当

時
の
海
浜
か
ら
約
二

・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
分
布
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
掲
脅
培
積
物
の
堆
積
域
を
含
め
た
津
波
の
遡
上
距
離
は
、

三

-

=
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

1
四

・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
想
定
さ
れ
、
二

O
一
一

年
三
月
十

一
日
の
津
波
と
同
程
度
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

④
貞
観
津
波
に
つ
い
て
は
、
砂
層
分
布
の
内
陸
端
に
つ
い
て
は
、
現
代

の
耕
作
に
よ
る
撹
乱
で
、
特
定
が
困
難
で
あ
る
が
、
砂
層
の
分
布
は
当

時
の
海
岸
線
か
ら
二

・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
こ
と
か
ら
、
津
波

の
遡
上
距
離
は
、
海
岸
線
か
ら
=
一・

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

1
四

・
0

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
算
定
さ
れ
、
津
波
遡
上
距
離
は
二
千
年
前
お
よ

教
え
」
に
も
っ
と
耳
を
傾
け
、
最
新
技
術
を
武
器
に
自
然
に
抵
抗
す
る

の
で
は
な
く
、
自
然
を
正
し
く
理
解
し
、
少
し
で
も
自
然
と
の
摩
擦
の

少
な
い
暮
ら
し
を
選
択
す
る
時
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

筆
者
ら
は
二
O
一
一
年
三
月
十

一
日
の
巨
大
津
波
が
地
表
に
も
た
'り

し
た
土
砂
の
分
布
範
囲
を
も
と
に
、
弥
生
時
代

(今
か
ら
二
千
年
前
)

と
貞
観
十
一
年
(
八
六
九
年
)
の
津
波
に
つ
い
て
、
そ
の
遡
上
距
離
を

概
算
し
た
。
本
稿
は
筆
者
ら
が
行
っ
た
研
究
の
過
程
を
紹
介
す
る
も
の

で
あ
る
。

本
調
査
の
き
っ
か
け
を
与
え
て
下
さ
っ
た
仙
台
市
文
化
財
課
の
方
々
、

そ
し
て
い

つ
も
励
ま
し
の
蔓
警
伊
』
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
発
掘
翠
場
の
方
々
、

資
金
的
な
ご
支
援
を
頂
い
た
東
北
大
学
災
害
制
御
研
究
セ
ン
タ
ー
の
今

村
文
彦
教
授
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

今
回
の

一
連
の
調

査
に
お
い
て
、
私
の
研
究
室
に
所
属
し
て
い
た
吉
田
真
幸
君
、
現
在
四

年
生
の
熊
谷
真
樹
さ
ん
は
と
も
に
辛
い
調
査
に
あ
た

っ
て
く
れ
た
。
今

回
の
成
果
は
研
究
室
所
属
学
生
諸
氏
の
苦
労
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ

り
、
深
く
感
謝
す
る
。
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